
全体要約
対話はYouTube動画制作の実務的な部分に焦点を当てている｡ 週1回の公開スケジュール
に合わせた撮影・編集の流れ､ 編集中の疲労や作業分割の工夫､ 視聴者目線での編集とコ
ンテンツの質の重視､ ネタの蓄積とリサーチ､ 他ジャンルから学ぶポイント 例：クーピ
ーチャンネル など､ 継続するための具体的な手法や心構えが語られている｡
章1：スケジュールと時間管理
週1回の公開 例：水曜日9時 に合わせた逆算での撮影・編集スケジュール｡
土日に撮影を終えておく必要性 平日だと間に合わないことがある ｡
編集は仕事後の夜や翌日までかかることが多く､ 編集に約2日かかる回もある｡
可処分時全体要約
対話はYouTube動画制作の実務的な部分に焦点を当てている｡ 週1回の公開スケジュール
に合わせた撮影・編集の流れ､ 編集中の疲労や作業分割の工夫､ 視聴者目線での編集とコ
ンテンツの質の重視､ ネタの蓄積とリサーチ､ 他ジャンルから学ぶポイント 例：クーピ
ーチャンネル など､ 継続するための具体的な手法や心構えが語られている｡
章1：スケジュールと時間管理
週1回の公開 例：水曜日9時 に合わせた逆算での撮影・編集スケジュール｡
土日に撮影を終えておく必要性 平日だと間に合わないことがある ｡
編集は仕事後の夜や翌日までかかることが多く､ 編集に約2日かかる回もある｡
可処分時間の多く 70～80%程度 をYouTubeに使っている感覚｡
複数回分を同時進行で準備したり､ 撮影を前倒しして時間を捻出する工夫｡
章2：編集のこだわりと視聴者目線
編集は見る人の立場に立って行うことを重視｡
初心者にも伝わるように､ 専門的すぎない説明を心がける｡
音声は最低限しっかり作る必要があるが､ 画質は必ずしも最重要ではない｡
コンテンツ力 内容の面白さ・有益さ が画質より重要という認識｡
作業の手の抜き方 怠け方 を上手に使って継続性を保つ｡
章3：ネタ作り・リサーチと台本
日常的にネタをストック Notionなどにメモ しておく｡
思い立ったら書き留め､ リスト化しておくことで素材を確保｡
台本を作る場合と､ 箇条書きで進めるトークのみの場合がある｡
根拠のある内容にするために入念に調べ､ 間違いがあれば修正する時間が必要｡
リサーチや検証にかかる時間が全体の工数を押し上げる｡
章4：継続の工夫と作業効率化
一度に全力投球すると続かないため､ 負荷調整が大事｡
"今日はここまで" と区切る習慣で疲労を分散する｡
翌日分を残す余白を作ることで締切に間に合わせる柔軟さを持つ｡
他者と撮影をまとめて行うなど､ やりくりで効率化を図る｡
仕事や生活時間とのバランスを取りながら可処分時間を最適化する｡
章5：参考チャンネルと学び
映像系以外でも学べる点が多い 例：クーピーチャンネルの丁寧な記録と説明 ｡
企画力､ 構成､ サムネイルのうまさなど､ ジャンルを超えた学びがある｡
映像の綺麗さよりも説明のわかりやすさや情報の濃さが評価されるケースがある｡
お笑いや楽しませる要素を適度に取り入れたいという意識｡
やること TODO
週次スケジュールの固定化 撮影→編集→公開の具体的な締め切り設定
リサーチと事実確認のチェックリスト作成 ソース管理・修正フローを明確に
編集作業の分割ルーティン化 疲労防止のための時間割りと停止ルール



視聴者目線チェックリスト作成 初心者対応・伝わりやすさの評価項目
参考チャンネル クーピーチャンネル等 の構成分析と学べる要素の洗い出し間の多く

70～80%程度 をYouTubeに使っている感覚｡
複数回分を同時進行で準備したり､ 撮影を前倒しして時間を捻出する工夫｡
章2：編集のこだわりと視聴者目線
編集は見る人の立場に立って行うことを重視｡
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